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モルタル硬化体を硝酸アンモニウム量のそれぞれ異なる溶液へ浸漬することによって、様々な溶脱度合の

変質試料を作製した。本手法で得た変質モルタル硬化体の空隙分布と拡散係数を測定した結果、Ca の溶脱

に伴う空隙構造の変化と拡散係数の変化との関係を示すデータを取得できた。 
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1. 緒言 TRU 廃棄物の地層処分における人工バリアの精緻な長期挙動評価には、地下水への Ca 溶脱によ

って変化するセメント系材料の拡散係数を反映する必要がある。セメント系材料の溶脱に伴う拡散係数変化

のモデル化においては、検証データを得るための変質試料の作製が課題であった。筆者らはこれまで、硝酸

アンモニウム溶液を用いて、セメントペースト、モルタル硬化体を均質でかつ迅速に溶脱変質させる手法を

開発し報告してきた[1]。本報告では、Ca が溶脱したモルタルの拡散係数予測モデルの構築に向け、変質量

を変化させたモルタルを作製し、変質段階ごとに空隙構造と拡散係数を測定した結果を報告する。 

2. 実験 モルタル混練に使用したセメントは、普通ポルトランドセメント（OPC）、フライアッシュセメン

ト（FAC；OPC/FA=7/3）及び、高炉セメント（BFSC；OPC/BFS＝3/7）で、配合は細骨材/結合材比＝1、1.4、

水/セメント比＝0.5、0.6 とした。50℃水中で 3 ヶ月間養生したモルタル硬化体を、φ30mm、厚さ 5mm の円

盤状に加工した後、0.05mol/L の硝酸アンモニウム溶液に液固比(LS) 100、150、250 の条件で 3 ヶ月間浸漬

した。得られた試料に対して鉱物定量、組成分布測定、空隙径分布測定さらには拡散係数の測定を実施した。 

3. 結果 組成分布測定の結果を図-1 に、0.05μm 以上の空隙率と拡散係数の関係を図-2 に示す。組成分布

測定の結果から、本手法で溶脱度合いの異なる均質な変質モルタル硬化体が作製できたことを確認した。こ

れら全ての変質試料の主な溶脱成分は Ca であり Ca(OH)2以外に C-S-H の Ca も溶脱していることを確認し

た。拡散係数は全空隙より 0.05μm以上の比較的粗大な空隙で整理すると相関関係が高いことを確認した。

しかし、セメント種類や溶脱度合いによりその傾向に乖離が見られることから、粗大な空隙だけではなく、

水和物の大半を占める C-S-H の拡散係数の影響に関してもモデル化する必要があると考えた。 
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図-1 組成分布測定の結果     図-2 0.05μm以上の空隙率と拡散係数の関係 
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